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リカのデユーク大学教授のプラセンジット・ドゥアラは世界的に著名な学者である︒しかし︑数多あるドゥアラの著作はいまだ一冊も日本語に翻訳されておらず 日本での知名度は決して十分とはいえない︒それは︑日本に ける研究者が日本の地域研究を超えて活動する学者に対していだく関心が薄いことに起因しているようにも思われ ︒　
以下︑最初にドゥアラを個人史的に紹介し︑次に国際的に広い
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hicago Press, 1995 ）において︑ネイション

















 Littlefield, 2003 ）は︑中国の民間宗教結社の普遍的な理想

















































































な﹁理論﹂なわけだが︑政治史を主舞台とするドゥアラはこうした主体やアイデンティティの脱構築的な効果より 社会状況や構造の分析に主眼を置いたのである︒その社会構造自体が︑ポストコロニアル状況に他ならない事実 なわち政治的に独立あとも︑政治的な影響を含めて︑経済的にも文化 にも植民地化の歴史から解き放 れることは いと う現実を︑彼は﹁ポストコロニアル状況（
postcolonial condition ） ﹂と名づけたのである︒ ﹁ポ











広く推し進められてきたところである︒そして︑スピヴァク自身もまた︑ポストコロニアル研究はインド系の英文学／英語文学研究の方法に限定されるべきものではなく︑各地域の植民地経験に沿って︑その固有の特質の方法と主題にもとに発展させられていくべきだと述べている︒いずれも︑俗流のポストコロニアリストのように単なる差異 称賛に終わ のではなく︑差異を梃子とした主体と公共空間そ の再編を目的とする点 ︑共通点を有する第二世代 属す といえる︒　
こうした先行研究に敬意を払いつつも︑距離をおいたその柔軟




ていた理念︑原則︑倫理の源泉ということを指して る︒今日の世界の物理的な救 は今 時代の超越的な目的になるべきだが︑
そのためまず国民主権を超越しないといけない︒彼はアジアの伝統が人間︑生態︑普遍との関係に対する︑西洋と違う理解の仕方を持っていて そこに実現可能な持続可能な世界のための基礎になるものを見つけることが可能だ 説く︒その可能性へ 歴史的・理論的探索 こ 本の目的である︒　
この本は︑序章︑本文の七章とエピローグからなる︒第一章




























汎神的な宗教実践と織り交ぜていた対話的超越性とを区別する︒対話的超越性では真理 異なったレベルでの分節化の共存が許されていた︒その共存 討論 論争︑互いの無視︑相互的﹁借用﹂などの形で実現化されるものである︒この章はアジアの対話的超越性の伝統︑ま 各種 個人と身体的修養実践と技法とそ 哲学的教義面での特徴を紹介し︑これら 特徴とサステナビリティ関係を検討する︒　
第五章﹁中華文化圏における対話的超越性と世俗的ナショナリ
ズム﹂は︑世俗主 とナショナリズムが制度化される前の中国民間宗教の対話的超越性を考察する︒中国史において ラディカルな超越性による宗教的な衝突は かったが︑対話的超越性 分節化の一つは︑国家とエリート階層対民間宗教の競争であった︒この垂直的 区分は︑ラディカル 超 を特徴とするキリスト教をモデルにした世俗化理論で 理解できず︑見落とされ ことのほうが多い︒　
第六章﹁世俗主義と超越性の往来（
trafﬁc ） ﹂は第五章で提起さ
れた世俗化の問題を念頭に︑ ﹁往来﹂という概念を利用してアジアにおける 過程 考える︒ドゥアラによると︑往来に 二つの面があり︑一つは世俗 作り出す過程で宗教に関する特性と
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えをもたらした︒ドゥアラ氏は︑ が︑不安定ながら増強していく国民国家的富のグ 的源泉と国民国家的問題のグローバル的源泉とを仲介する空間と ることを可能性として期待している︒
